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笑顔あふれる祭りに…。

　40回目となる「いかんべ祭」が、8月26日㈯、保健福祉センター周辺を会場
に開催され、市内外から約１万人が訪れました。
　昨年10月、いかんべ祭の実施主体であった実行委員会の解散を受け、市、商
工会、観光協会、そしてＪＡにより構成される臨時の実行委員会を組織。実施
体制や事業費など、様々な角度から検討が行われた結果、今年度は、花火大会
を中心としたイベントとして実施することとなりました。
　イベントでは、保健福祉センター及び周辺を夕涼み広場として開放。地域
おこし団体による飲食・体験ブースが設置されたほか、吹奏楽やダンス、そし
て烏山ふるさと太鼓が披露されるなど、祭りに華を添えました。そして、メー
ンとなる花火大会では、昨年の倍近い約2000発の花火が夜空に大輪の花を咲
かせ、来場者を魅了しました。
　今月号では、盛り上がりを見せた祭りの様子を写真で紹介します。

第40回

いかんべ祭

①

②

③

④
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①大勢の人を魅了した花火／②水消火器を体験す
る子どもたち／盛り上がりを見せたステージイベ
ント…③ R

ラ フ

ough D
ダ イ ヤ モ ン ド

iamond、④荒川小学校吹奏楽
クラブ、⑤鈴木さんと高徳さんによるマジック
ショー、⑥くれよんダンスサークル、⑦ MA2S、
⑧烏山ふるさと太鼓／⑨たくさんの人でにぎわう
会場／⑩かき氷どうぞ～！／⑪風船は子どもたち
に大人気／⑫消防士のお仕事を体験／⑬元気な子
ども販売員／⑭ダンボール迷路に行ってきます！

⑤⑥

⑦

⑩

⑧

⑪

⑨

⑫⑬

⑭

　「音の旅人くみ∞せい」として音楽活動をする川崎
くみさんと夫の清一さんが７月に茨城県から本市の
月次に移住し、本市で活動されています。８月はい
かんべ祭のステージにも登場し、美しい音色が会場
を包み込みました。
　音楽活動のきっかけとなったのは、くみさんが16
年前、ハンガリーで生まれた「コカリナ」という楽器
に出会ったこと。音に魅了されたくみさんは、この
楽器を広めたいという気持ちから日本コカリナ協会
の公認講師の資格を取得しました。その後、コカリ
ナが進化した森のオカリナ「樹

じゅね

音」の演奏へと転向し、
現在は、森のオカリナ樹音公認講師として、講座を茨
城県や栃木県、千葉県、埼玉県で開講しています。ま
た、６年前からは、ギター歴約40年のキャリアを持
つ清一さんと車中泊をしながら全国を回り、音楽が
持つパワーで愛を伝えようとコンサートを開いてい
ます。
　そんな中、自然があって、地域の人とまちづくりが
できる場所に住みたいという希望から物件を全国各
地で探し、ここ那須烏山市に決めたといいます。「地
域の人たちがあたたかく、とても良いまち」と話す川
崎さん夫婦。「今後は、市内のイベントのほか、将来
を担う子どもたちとの触れ合いや、地域のみなさん
が気軽に立ち寄れる場所の提供など、音楽をとおし
てまちづくりに貢献したい」と話していました。

音の旅人くみ∞せい
茨城県から本市に移住
音楽で＂愛＂を伝えたい

くみさん（左）と清一さん（右）。
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市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

新
商
品
が
山
あ
げ
祭
で
発
売
さ
れ
ま
し
た

●
33
件
の
情
報
を
公
開

　

厚
生
労
働
省
か
ら
委
託
さ
れ
た「
実
践
型

地
域
雇
用
創
造
事
業
」に
取
り
組
む
市
地
域

雇
用
創
造
協
議
会（
大
谷
範
雄
代
表
）で
は
、事

業
拡
大
や
創
業
に
よ
る
地
域
の
雇
用
創
出
を

目
的
と
し
て
、新
商
品
の
開
発
を
年
間
を
通

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、「
山
あ
げ
祭
」を
テ
ー
マ

と
し
た
お
土
産
品
や
メ
ニ
ュ
ー
開
発
を
行
い
、

広
報
な
す
か
ら
す
や
ま
8
月
号
で
紹
介
し
た

「
山
あ
げ
弁
当
」の
ほ
か
、烏
山
山
あ
げ
牛
の

す
ね
肉
を
使
用
し
た「
山
あ
げ
牛
す
ね
丼
」、

山
あ
げ
祭
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た「
手
ぬ
ぐ
い

（
3
種
）」、「
山
あ
げ
祭
の
山
う
ち
わ
」、「
山
あ

げ
模
型
製
作
キ
ッ
ト
」の
5
商
品
が
開
発
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、「
手
ぬ
ぐ
い
」、「
山
あ
げ
祭
の

山
う
ち
わ
」、「
山
あ
げ
模
型
製
作
キ
ッ
ト
」に

つ
い
て
は
、今
年
の
山
あ
げ
祭
よ
り
市
内
店

舗
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、商
品
の
取
扱
い
を
希
望
す
る
事

業
者
を
引
き
続
き
募
集
し
て
い
ま
す
。
希

望
者
に
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
レ
シ
ピ
を
公
開

し
ま
す
の
で
、
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会 

☎
０
２
８
７

−

83

−

８
１
５
４
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
商
品
の
紹
介

・
手
ぬ
ぐ
い（
取
扱
店
：
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ク

ロ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
1
種
、合
資
会
社
濱
村
屋
商
店
2
種
）

・
山
あ
げ
祭
の
山
う
ち
わ（
取
扱
店
：
烏
山
ク
ラ

フ
ト
館
）

・
山
あ
げ
模
型
製
作
キ
ッ
ト（
取
扱
店
：
烏
山
ク

ラ
フ
ト
館
）

・
山
あ
げ
牛
す
ね
丼（
取
扱
店
：
居
酒
屋
れ
す
と

ら
ん　

さ
の
富
）※
販
売
開
始
日
未
定

　

市
で
は
、公
正
で
開
か
れ
た
市
政
を
推
進
す
る
た
め
に「
情
報
公
開
条
例
」に
基
づ
き
、市
が
持
っ
て

い
る
情
報（
公
文
書
）を
皆
さ
ん
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、個
人
情
報
を
適
正
に
取
り
扱
う
た
め
に「
個
人
情
報
保
護
条
例
」を
設
け
、こ
れ
に
基
づ
き
市

が
持
っ
て
い
る
個
人
情
報
の
開
示
や
訂
正
、利
用
の
停
止
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
る「
情
報
公
開
制
度
」及
び「
個
人
情
報
保
護
制
度
」の
運
用
状
況
に
つ
い
て
は
、毎
年

１
回
、そ
の
概
要
を
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、33
件
の
情
報
公
開
の
請
求
が
あ
り
ま
し
た
。な
お
、個
人
情
報
に
関
す
る
開
示
請

求
、訂
正
請
求
及
び
利
用
停
止
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
総
務
課
行
政
グ
ル
ー
プ　

☎
０
２
８
７

−

83

−

１
１
１
７

開発された新商品（上：手ぬぐい、
山あげ祭山うちわ、山あげ模型製
作キット/下：山あげ牛すね丼）。

情報公開及び個人情報保護制度
平成28年度の運用状況

実 施 機 関 担　 当　 課 請　求
件　数

処 理 状 況
不　服
申立て公　開 部　分

公　開
不存在
非公開

市 長

まちづくり課 1 1 0 0 ―

総 務 課 8 7 1 0 ―

市 民 課 3 1 2 0 ―

健 康 福 祉 課 6 6 0 0 ―

環 境 課 2 1 1 0 ―

上 下 水 道 課 2 2 0 0 ―

会 計 課 3 3 0 0 ―

小 計 25 21 4 0 ―

教 育 委 員 会

学 校 教 育 課 2 2 0 0 ―

生 涯 学 習 課 2 2 0 0 ―

文 化 振 興 課 1 1 0 0 ―

小 計 5 5 0 0 ―

選挙管理委員会 総 務 課 2 2 0 0 ―

議 　 　 　 会 議 会 事 務 局 1 1 0 0 ―

合　　　　　計 33 29 4 0 ―

▼情報公開条例による公開請求の状況（H28.4.1 ～ H29.3.31）

※�部分公開とした理由は、個人に関する保護情報、法人に関する保護情報、実施機関が�
行う事務事業の保護情報に該当する部分があったため。



5  広報なすからすやま  2017.9　

手当名 内　　　　容 手当名 内　　　　容

扶養手当 ･配偶者　10,000円
･子　　　� 8,000円
･父母等　� 6,500円
※�満16歳 か ら 満22歳
までの子一人当たり
5,000円の追加

住居手当 ･ �原則市内の借家等（家
賃12,000円を超える
ものに限る）に対して、
家賃に応じて27,000
円を限度に支給

通勤手当（片道2㎞以上に限る。）
･ �交通機関を利用する場
合、運賃の額55,000円
までは全額支給、それを
超える場合は支給単位
期間につき55,000円
に支給単位期間の月数
を乗じて得た額
･ �自家用車等を利用する
場合、通勤距離に応じて
2,000円から31,600
円の範囲で支給

期末勤勉
手　　当

期末手当��勤勉手当
� 6月期　1.225月　0.85月
12月期　1.375月　0.85月
計�����������2.6月　1.70月

※�職務上の段階、職務の級
等による加算措置あり
※�人事院勧告により、支給
月の変動あり

管 理 職
手　 当

･参事の職:44,300円
･課長の職:37,400円
･主幹の職:27,800円
※職名により定額支給

住民基本台帳
（H29.3.31） 歳出額（A） 人件費（B） 人件費比率

（B/A）

27,461人 12,071,399千円 1,948,308千円 16.1%

（注）�人件費には特別職（市長、副市長、教育長）と議員ほか非常勤特別職
の給与報酬を含んでいます。�
※地方財政状況調査要領に基づく。

職員数
（A）

給　与　費 一人当たり
給与費

（B/A）給　料 職員手当 期末･勤勉手当 計（B）

248人 934,527 173,100 352,096 1,459,723 5,886

（注）１　職員手当には退職手当は含まれません。�
　　２�　�給与費には、特別職（市長、副市長、教育長）の給与を含んでい

ます。�
ただし、企業会計である水道事業の給与は含まれていません。

区　　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

那須烏山市 306,000円 41歳　5月 298,300円 56歳　2月

全国平均 330,689円 43歳　2月 328,683円 52歳　0月

栃木県平均 339,203円 43歳　3月 344,900円 52歳　0月
（注）�一般行政職とは、企業会計・特別会計職員、税務職員、保健師、保育

士、教諭、技能労務職員を除いた職種をいいます。市の平均は平成
29年4月1日、全国及び栃木県の平均は平成28年4月1日現在の
数値です。

（注）
1�　�この調査の対象か
ら特別職（市長、副
市長、教育長）は除
きます。

2�　�条例定数はあくま
でも那須烏山市職
員定数条例に基づ
く定数になります。

3�　�増減の主な理由
は、退職不補充に
よる減、組織再編
に伴う増減です。

区　分 経験年数10～14年 経験年数15～19年 経験年数20～24年
大学卒 270,800円 307,200円 373,800円

高校卒 - 273,200円 348,600円

区分 初　任　給
大学卒 167,600円�

高校卒 146,100円�

■職員手当の状況（平成29年4月1日現在）

■職員数の状況
（各年4月1日現在、平成29年地方公共団体定員管理調査より）

区　分 職員数 対前年
増減数平成 28 年 平成 29 年

一
般
行
政
職

議　会 4 4 0
総　務 54 55 1
税　務 16 16 0
民　生 46 46 0
衛　生 19 18 △�1
農林水産 17 16 △�1
商　工 9 9 0
土　木 12 13 1
小　計 177 177 0

教　　育 48 47 △�1
一般会計 225 224 △�1

公
営
企
業
等

病　院 2 2 0
水　道 6 6 0
下水道 5 5 0
交　通 1 1 0
その他 11 11 0
小　計 25 25 0

合　計 250 249 △ 1

■人件費の状況（平成28年度普通会計決算）

■職員給与費の状況（平成29年度普通会計予算） （単位：千円）

■職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成29年4月1日現在）

■経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（一般行政職）（平成29年4月1日現在）

■初任給の状況（一般行政職）（平成29年4月1日現在）

　市職員の給与と職員数など、人件費の状況がまとまり
ましたのでお知らせします。
　職員の給与額は、公務員と民間を比較して人事院が毎
年勧告する国家公務員の給与に準じて改定しています。
　今回掲載した内容は、平成29年４月１日現在の「地方 
公務員給与実態調査」と「地方公共団体定員管理調査」に 
よるものです。
■総務課人事グループ　☎︎0287-83-1117

市職員給与の
あらまし

■特別職報酬などの状況（平成29年4月1日現在）

区　分 給料月額等
市　長 750,000円
副市長 610,000円
教育長 560,000円
議　長 370,000円
副議長 300,000円
議　員 270,000円

期末手当
� 6月期　1.55月
12月期　1.70月
　� � 計　3.25月

（注）
※�人事院勧告により、
支給月の変動あり。
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市
で
は
、将
来
を
担
う
小
・
中
学
生
に

市
議
会
の
仕
組
み
や
市
の
施
策
な
ど
に

実
際
に
触
れ
、ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
、８
月
３
日
㈭
、市

議
会
議
場
で「
第
９
回
子
ど
も
議
会
」を

開
き
ま
し
た
。

　

同
議
会
に
は
、市
内
の
小
・
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
13
人
が
議
員
と
し
て
出
席
。

大
谷
範
雄
市
長
を
は
じ
め
、各
課
の
課

長
な
ど
市
執
行
部
を
前
に
子
ど
も
の
視

点
か
ら
質
問
を
し
ま
し
た
。ま
た
、議

長
は
、中
学
生
２
人
が
交
代
で
務
め
、緊

張
感
が
漂
う
中
、本
番
さ
な
が
ら
の
議

会
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

烏
山
中
３
年
の
安
藤
宗
史
さ
ん（
中

央
２
丁
目
）は
、「
今
回
、山
あ
げ
祭
に
つ

い
て
質
問
を
し
た
が
、市
の
援
助
だ
け

で
な
く
、も
っ
と
地
域
住
民
が
一
丸
と

な
っ
て
祭
り
を
作
り
上
げ
て
い
く
べ
き

だ
と
思
っ
た
。こ
れ
か
ら
、市
政
に
つ

い
て
も
っ
と
考
え
て
い
き
た
い
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
と
質
問
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
・
質
問
順
）

■
烏
山
中
３
年　

中
田
雅
…
市
の
人
口
減
少

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
っ
て
い
る
か
。

■
烏
山
小
６
年　

髙
橋
璃
乃
…
現
在
１
、２

年
生
は
35
人
学
級
、そ
れ
以
上
は
40
人
学
級

で
学
習
し
て
い
る
。３
年
生
以
上
で
も
35
人

学
級
を
実
施
で
き
な
い
か
。

■
境
小
６
年　

大
輪
祐
聖
…
市
内
に
企
業
を

誘
致
す
る
活
動
の
ほ
か
に
、10
年
後
、20
年
後
、

さ
ら
に
先
を
見
据
え
た
長
期
的
な
産
業
に
対

す
る
支
援
策
は
あ
る
か
。

■
南
那
須
中
３
年　

室
園
光
琉
…
Ｊ
Ｒ
烏
山

線
へ
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
や
、本
数
の
増
発

は
で
き
な
く
て
も
車
両
を
増
や
す
な
ど
の
利

便
性
向
上
の
計
画
は
あ
る
か
。

■
江
川
小
６
年　

小
川
望
月
…
市
民
の
幸
福

度
を
上
げ
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、市
内
小

学
校
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、

学
校
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

導
入
に
つ
い
て
考
え
は
あ
る
か
。

■
荒
川
小
６
年　

中
山
和
海
…
高
齢
者
に
優

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、整
備
さ
れ
た
公
園

や
散
歩
コ
ー
ス
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や

す
な
ど
の
都
市
整
備
の
計
画
は
あ
る
か
。

■
烏
山
中
３
年　

安
藤
宗
史
…
山
あ
げ
祭

は
、も
と
も
と
町
人
な
ど
民
衆
の
手
、つ
ま
り

「
自
助
」「
共
助
」に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き

た
も
の
。市
や
行
政
に
援
助
し
て
も
ら
う「
公

助
」に
頼
る
の
は
本
物
の「
山
あ
げ
祭
」と
は

◀ 子ども議会に参加した児童・
生徒。/ ▼議場で質問をする
生徒、緊張感漂う議場内。

第９回 子ども議会
小・中学生13人が議会を体験

呼
べ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

■
南
那
須
中
３
年　

小
濱
輝
瑠
…
こ
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
近
隣
の
市
町
で
は

高
校
生
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。本
市
で
も
実

現
で
き
な
い
か
。

■
烏
山
小
６
年　

山
本
雅
姫
…
高
齢
者
と
子

ど
も
た
ち
が
交
流
を
し
な
が
ら
、市
の
文
化

や
伝
統
を
受
け
継
ぐ
機
会
を
作
れ
な
い
か
。

■
七
合
小
６
年　

川
島
悠
葉
…
烏
山
の
山
あ

げ
行
事
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
こ
と
で
観
光
客
が
ま
す
ま
す
増
え
る
。観

光
客
の
た
め
に
も
Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
前
の
活
性
化
や

電
車
の
本
数
の
見
直
し
な
ど
計
画
は
あ
る
か
。

■
烏
山
中
３
年　

小
室
佑
太
朗
…
地
域
の
人

た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、夜
中
の

バ
イ
ク
の
音
な
ど
の
騒
音
に
対
し
て
何
か
対

策
は
で
き
な
い
か
。

■
荒
川
小
６
年　

菊
池
優
奈
…
新
武
道
館
の

駐
車
場
や
周
り
は
工
事
途
中
で
き
れ
い
と
は

い
え
な
い
。市
外
な
ど
の
団
体
が
利
用
す
る

こ
と
も
あ
る
た
め
、花
壇
を
作
る
な
ど
の
環

境
を
整
備
す
る
計
画
は
あ
る
か
。

■
南
那
須
中
３
年　

宮
﨑
郁
美
…
市
内
に

は
、山
あ
げ
祭
や
龍
門
の
滝
な
ど
観
光
向
き

の
も
の
が
多
く
あ
る
が
、特
に
何
を
目
玉
と

し
て
い
く
の
か
。
現
在
、Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
も

の
が
多
い
の
で
、少
し
減
ら
す
こ
と
で
よ
り

力
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

戦
争
の
悲
惨
さ
平
和
の
尊
さ
学
ん
だ
３
日
間

中
学
生
12
人
が
広
島
平
和
記
念
式
典
に
参
列
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●
南
那
須
中
３
年　

小
林
祥
真

　

３
年
前
に
曾
祖
父
か
ら
陸
軍
兵
士
と
し
て

戦
っ
て
い
た
頃
の
話
を
聞
き
、「
戦
争
」に
関

心
を
持
ち
、勉
強
し
て
き
た
つ
も
り
だ
っ
た
。

し
か
し
、実
際
に
広
島
を
訪
れ
て
知
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
だ
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
た
。

▲ 広島派遣に参加した 
中学生 12 人。

◀折り鶴を奉げる 
　生徒たち。

　

市
で
は
、将
来
を
担
う
中
学
生
に
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
自
ら
の

目
で
見
て
感
じ
取
り
、こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
し
て
も
ら
お
う
と
、８
月
５
日

㈯
か
ら
７
日
㈪
に
か
け
て
、市
内
２
つ
の
中
学
校
の
生
徒
12
人
を
派
遣
団
と
し

て
広
島
県
広
島
市
に
派
遣
し
ま
し
た
。

派
遣
先
で
は
、「
広
島
市
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
並
び
に
平
和
祈
念
式
」に
参
列

し
た
ほ
か
、平
和
記
念
公
園
や
平
和
記
念
資
料
館
な
ど
の
見
学
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、中
学
生
が
派
遣
を
と
お
し
て
感
じ
た
こ
と
や
平
和
へ
の
願
い
、こ

れ
か
ら
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
一
部
抜
粋
し
て
紹
介

し
ま
す
。（
敬
称
略
、順
不
同
）

戦
争
を
正
し
く
理
解
し
た
う
え
で
、命
の
尊

さ
を
知
り
、互
い
を
認
め
合
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
た
。

●
南
那
須
中
３
年　

室
園
光
琉

　

式
典
に
た
く
さ
ん
の
外
国
人
が
参
列
し
て

い
る
姿
に
驚
い
た
。
代
表
者
の
言
葉
で「
核

兵
器
が
存
在
す
る
限
り
、ま
た
こ
の
よ
う
な

目
に
遭
う
の
は
自
分
か
も
し
れ
な
い
」と
聞

い
た
時
、私
は
ま
だ
可
能
性
が
あ
る
こ
と
の

怖
さ
を
感
じ
た
。で
き
る
だ
け
早
く
核
兵
器

の
廃
絶
を
実
施
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
。

●
南
那
須
中
３
年　

宮
﨑
郁
美

　

原
爆
ド
ー
ム
を
目
に
し
た
時
、私
は
言
葉

が
出
な
か
っ
た
。教
科
書
や
資
料
で
何
度
も

見
て
き
た
原
爆
ド
ー
ム
。し
か
し
、い
ざ
目

に
す
る
と
言
葉
で
は
表
せ
な
い
何
か
が
込
み

上
げ
て
く
る
の
が
分
か
っ
た
。「
形
」が
残
っ

た
の
は
奇
跡
だ
が
、も
と
の
姿
と
は
か
け
離

れ
た
姿
に
し
て
し
ま
っ
た
原
爆
は
本
当
に
恐

ろ
し
い
と
思
っ
た
。

●
南
那
須
中
３
年　

小
濱
輝
瑠

　

式
典
に
は
日
本
人
だ
け
で
な
く
外
国
人
も

参
列
し
て
い
た
。こ
の
式
典
を
と
お
し
て
、

戦
争
や
核
兵
器
の
悲
惨
さ
、命
の
尊
さ
を
改

め
て
強
く
感
じ
た
。ま
た
、平
和
で
い
る
こ

と
の
大
切
さ
を
し
っ
か
り
と
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
。こ
れ
か
ら
先
も
世
の
中
が
平
和
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
。

●
南
那
須
中
３
年　

碓
氷
清
華

　

今
ま
で
は
平
和
の
こ
と
な
ん
て
あ
ま
り
意

識
し
て
い
な
か
っ
た
が
、派
遣
後
は
こ
の
よ

う
な
苦
し
い
こ
と
を
乗
り
越
え
て
き
た
人
が

い
る
か
ら
こ
そ
、今
み
た
い
に
平
和
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
。私
が
大
人
に
な
っ
て
も
今
の
よ
う
に
平

和
に
暮
ら
せ
る
こ
と
を
願
い
た
い
と
思
う
。

●
烏
山
中
３
年　

高
野
大
輔

　

平
和
記
念
資
料
館
で
は
、原
爆
の
熱
風
に

よ
っ
て
溶
け
た
ガ
ラ
ス
瓶
や
、焼
け
焦
げ
た

自
転
車
が
展
示
さ
れ
て
い
た
り
、生
々
し
い

や
け
ど
の
跡
の
写
真
が
あ
っ
た
り
と
、普
段

で
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
物
を
た
く
さ
ん
見

て
き
た
。も
う
二
度
と
こ
ん
な
ひ
ど
い
こ
と

が
繰
り
返
さ
れ
て
は
い
け
な
い
と
痛
切
に
実

感
し
た
。

●
烏
山
中
３
年　

田
代
尚

　

式
典
で
の
黙
と
う
で
、原
爆
で
苦
し
ん
だ

人
を
想
像
し
、72
年
前
に
こ
ん
な
悲
劇
が
起

き
た
こ
と
に
怒
り
と
悲
し
み
が
込
み
上
げ
た
。

平
和
の
誓
い
で
小
学
生
の「
一
人
ひ
と
り
の

命
の
重
み
を
知
る
こ
と
、互
い
を
認
め
合
う

こ
と
、世
界
の
人
々
に
届
く
言
葉
で
あ
き
ら

め
ず
粘
り
強
く
伝
え
て
い
き
ま
す
」と
い
う

言
葉
に
心
打
た
れ
た
。

●
烏
山
中
３
年　

森
成
直
央

　

平
和
記
念
資
料
館
を
見
学
し
て
、ど
ん
な

に
辛
く
悲
し
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
決
し
て
あ

き
ら
め
な
い
日
本
人
の
心
の
強
さ
を
感
じ
た
。

死
ぬ
直
前
ま
で
家
族
を
思
い
や
っ
た
少
年
や

自
分
を
犠
牲
に
し
て
子
ど
も
を
守
っ
た
女
性
。

そ
ん
な
た
く
さ
ん
の
人
の
死
、思
い
を
こ
こ

で
終
わ
ら
せ
て
は
い
け
な
い
と
強
く
感
じ
た
。

●
烏
山
中
３
年　

塩
野
目
友
都

　

３
年
後
に
は
18
歳
に
な
り
、選
挙
権
を
持

つ
こ
と
に
な
る
。
派
遣
を
と
お
し
て
、も
っ

と
政
治
に
関
心
を
持
ち
、二
度
と
戦
争
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
に
活
動
し
て
い
る
政
治
家
に

投
票
し
た
い
と
思
っ
た
。ま
た
、派
遣
で
感

じ
た
こ
と
を
家
族
や
友
達
と
共
有
し
、日
常

生
活
で
平
和
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
て
生
活

し
た
い
。

●
烏
山
中
３
年　

安
齋
瑠
夏

　

式
典
に
は
様
々
な
国
も
参
列
し
、世
界
が

一
つ
に
な
っ
た
気
が
し
た
。
一
方
で
、一
部

の
核
保
有
国
が
欠
席
し
て
い
る
こ
と
も
知
り
、

原
爆
の
な
い
未
来
は
ま
だ
遠
い
よ
う
に
も
感

じ
た
。し
か
し
、平
和
へ
の
誓
い
を
聞
き
、私

た
ち
中
学
生
も
平
和
に
つ
い
て
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
立
場
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ

と
が
で
き
た
。

●
烏
山
中
３
年　

吉
沢
唯
衣

　

戦
争
の
生
々
し
い
跡
を
残
す
こ
と
で
、原

爆
の
残
酷
さ
を
人
々
に
伝
え
る
と
い
う
広
島

市
民
の
そ
の
姿
勢
か
ら
は
何
十
年
か
か
っ
て

も
核
兵
器
の
廃
絶
を
あ
き
な
め
な
い
と
い
う

強
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
っ
た
。

原
爆
ド
ー
ム
を
見
て
、原
爆
の
破
壊
力
を
知

り
、自
分
が
も
し
こ
こ
に
い
た
ら
と
思
う
と

鳥
肌
が
立
っ
た
。

●
烏
山
中
３
年　

大
鐘
未
来

　

今
は
戦
争
を
語
る
こ
と
の
で
き
る
人
が
い

る
が
、数
十
年
後
、戦
争
の
苦
し
み
を
語
る
人

た
ち
が
い
な
く
な
る
。怖
い
の
は
、そ
の
後
、

戦
争
の
苦
し
さ
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
。そ

う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、戦
争
を
体
験
し
た

人
た
ち
の
願
い
や
祈
り
を
次
の
世
代
に
伝
え

る
こ
と
の
で
き
る
大
人
に
な
り
た
い
。
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７
月
29
日
㈯
、30
日
㈰
烏
山
公
民
館

で「
第
１
回
那
須
烏
山
市
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、「
生
き
た
英
語
」に
よ

る
体
験
活
動
を
通
し
て
、日
本
の
文
化

や
習
慣
を
再
発
見
す
る
と
と
も
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
国
際
的
感

覚
を
養
う
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、市
内
の
小
学
５
、６
年
生
15

人
が
参
加
。自
己
紹
介
や
カ
ル
タ
と
り

ゲ
ー
ム
、Ａ
Ｌ
Ｔ
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

那
須
烏
山
市
を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー

作
り
な
ど
の
活
動
が
行
わ
れ
、生
徒
た

ち
は
積
極
的
に
英
語
を
話
し
、イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

烏
山
小
６
年
髙
橋
璃
乃
さ
ん（
南
１
丁

目
）は
、「
英
語
で
会
話
を
し
た
り
、質
問

を
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、

カ
ル
タ
を
８
枚
と
る
こ
と
が
で
き
、１

位
に
な
れ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

山
あ
げ
祭
が
行
わ
れ
た
７
月
21
日

㈮
～
23
日
㈰
に
、市
国
際
交
流
協
会

が
主
催
す
る「
英
語
お
し
ゃ
べ
り
会
」

の
有
志
で
構
成
さ
れ
た「
チ
ャ
タ
リ

ン
グ
ク
ラ
ブ
」が
冬
の
山
あ
げ
に
続

き
、外
国
人
観
光
客
に
観
光
案
内
を

し
よ
う
と
Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
前
に
ガ
イ
ド

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

７
月
22
日
㈯
、23
日
㈰
、な
す
か
ら

英
語
塾
に
よ
る「
山
あ
げ
祭
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」が
行
わ
れ
、生

徒
39
人
が
外
国
人
観
光
客
に
向
け
て

観
光
案
内
を
し
ま
し
た
。

カルタとりに挑戦する子どもたち。

ガイドを行ったチャタリングクラブの皆さん。

観光案内をする英語塾の生徒。

押し花体験をする親子。

　

３
日
間
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ア

メ
リ
カ
、ベ
ル
ギ
ー
人
な
ど
13
人
の

観
光
客
が
ガ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

「ASK M
E

（
私
に
尋
ね
て
）」と
い
う
プ

レ
ー
ト
を
付
け
た
メ
ン
バ
ー
が
英
語

で
道
案
内
や
山
あ
げ
祭
の
説
明
な
ど

を
丁
寧
に
行
い
ま
し
た
。

　

２
～
４
人
に
分
か
れ
た
生
徒
た

ち
は
、烏
山
公
民
館
を
発
着
点
に
、山

あ
げ
の
歴
史
を
紹
介
し
な
が
ら
、祭

り
の
奉
納
余
興
が
行
わ
れ
て
い
る
場

所
や
全
町
大
屋
台
パ
レ
ー
ド
を
見
て

回
る
な
ど
、烏
山
市
街
地
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
巡
り
ま
し
た
。外
国
人
観

光
客
か
ら
は
、「
初
め
て
来
た
け
れ
ど

分
か
り
や
す
い
」と
大
好
評
。日
本
の

文
化
を
肌
で
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

ガ
イ
ド
と
し
て
案
内
を
し
た
小
川

貴
子
さ
ん（
藤
田
）は
、「
ガ
イ
ド
を
す

る
た
め
の
講
習
会
や
山
あ
げ
の
歴
史

を
学
び
、自
分
の
知
識
が
年
々
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
し
て
い
る
こ
と
、そ
し
て

好
き
な
こ
と
を
活
か
し
た
活
動
が
で

き
て
嬉
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

カトレア会の押し花作品展示会＆体験会
　８月１日㈫から27日㈰にかけて、カトレア会（小林洋子代表）による「押し花
作品展示会」が南那須図書館で開かれ、同会のメンバーの作品19点が展示され
ました。期間中の６日㈰には、「押し花体験会」が開かれ、同会の島田品江さん指
導のもと、図書館利用者など地域住民34人が押し花のコースターや、しおり作
りに挑戦しました。
　同会では、９月の図書館まつり、10月の那須烏山市文化祭、11月に那須南病
院に作品を展示する予定です。

山
あ
げ
期
間
中
に
ガ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置

チ
ャ
タ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
が
外
国
人
を
案
内

な
す
か
ら
英
語
塾
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

外
国
人
観
光
客
に
英
語
で
観
光
案
内

市民の
英語力が

向上！

生
き
た
英
語
を
学
ぼ
う
！

小
学
生
が
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
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「ロコモ」って知っていますか？
「ロコモ（ロコモティブシンドローム）」とは、骨・関節・筋肉・神経・脊髄などの障害で移動機能が低下した状態のことです。
こんな症状思い当りませんか？　※１つでもあてはまれば、移動機能低下の疑いがあります。
□　片足立ちで靴下が履けない　□　家の中でつまずいたりすべったりする　□　階段を上がるのに手すりが必要
□　家の中で布団運びなど、やや重い仕事が困難　□　２㎏程度（１ℓの牛乳２本程度）の買い物をして帰るのが困難
□　15分くらい続けて歩くことができない　□　横断歩道を青信号で渡りきれない
日々の生活からロコモを予防・改善しよう！
●バランス能力をつける「片足立ち」
　※ ポイント…転倒しないようにつかまるものがある場所

で行いましょう。床につかない程度に片足をあげます。
●下肢筋力をつける「スクワット」　　　　　　
　 ※ ポイント…動作中は息を止めないようにします。膝に負担がかからないように、膝は90度以上曲げないようにし

ます。膝がつま先より出ないようにしましょう。太ももの前や後ろの筋肉に力が入っているか、意識しながらゆっ
くり行いましょう。支えが必要な人は、十分注意して、机に手を着いて行います。

そのほかにも、「なるべく歩く」「階段を使う」など、今より10分多く体を動かすことでロコモ予防につながります。
～高齢いきがいグループ　保健師より～

けんこうコラム⑥　

消費者コラム⑥

　我が国では、窒息や溺水などの「不慮の事故」によって、
14歳以下の子どもが毎年300人以上亡くなっています。

「不慮の事故」は他人事ではありません。子どもたちの明
るい未来のためにも、防ぐことのできる「不慮の事故」を
可能な限り防止することが必要です。
　このような現状を踏まえ、消費者庁は関係府省庁と連
携し「子どもを事故から守る！プロジェクト」を推進して
います。子どもの事故防止に関する注意ポイントなど様々
な情報を発信していますので、ご活用ください。

【消費者庁「子どもを事故から守る！プロジェクト」】
http://www.caa.go.jp/kodomo/
　国民生活センターでは、事故防止のほか、子どもに多い
消費者トラブルなど、子どもの周囲で注意が必要な情報
を発信しています。

【国民生活センター「子どもサポート情報」】
http://www.kokusen.go.jp/mimamori/kmj_mglist.
html/

【「不慮の事故」による年齢・原因別死亡数（平成25年）】
0 歳 1～4歳 5～9歳 10～14歳

交通事故 7 32 53 27
転落や転倒 1 5 7 2
不慮の溺死・溺水 4 28 29 23
不慮の窒息 74 29 8 7
その他 3 15 9 8

総　数 89 109 106 67

※出典：厚生労働省「平成25年人口動態統計」

消費者庁「子どもを事故から守る！プロジェクト」シンボルキャラクター

那須烏山市消費生活センター（烏山庁舎１階、商工観光課内）

【専用電話番号】0287-83-1014
【受付時間】平日9:00～12:00、13:00～16:30

※土・日曜日及び祝日は「消費者ホットライン☎︎188 
（局番なし）」へご相談ください。

左右１分間ずつを
目標に１日３回

深呼吸をするペースで
５回繰り返します。
１日３回を目安に行い
ましょう。

肩幅より少し広めに足
を広げて立ちます。
つま先は30度程度開
きます。
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烏
山
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

個
人
・
団
体
で
全
国
、関
東
大
会
へ

極
真
空
手
県
大
会

双
子
の
平
山
兄
弟
が
ワ
ン
・
ツ
ー
独
占

空
手
道（
組
手
）・
大
輪
莉
央
奈
さ
ん

関
東
大
会
団
体
戦
で
準
優
勝

少
年
・
少
女
の
活
躍
を
紹
介
し
ま
す

　

烏
山
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
が
様
々

な
大
会
に
出
場
し
、県
代
表
と
し
て
全

国
、関
東
大
会
の
舞
台
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　

６
月
10
日
㈯
、11
日
㈰
に
大
桶
運
動

公
園
で
行
わ
れ
た「
関
東
高
等
学
校

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会
」に
は
、女
子
団
体

で
３
年
の
瀬
谷
陽
菜
さ
ん（
那
珂
川
町
）、

２
年
の
大
鐘
咲
希
さ
ん（
南
１
丁
目
）、平

山
美
蘭
さ
ん（
南
１
丁
目
）、村
山
唯
夏
さ

ん（
大
金
）、男
子
団
体
で
３
年
の
野
崎
春

世
さ
ん（
さ
く
ら
市
）、大
森
翔
太
さ
ん（
大

田
原
市
）、田
川
匠
さ
ん（
市
貝
町
）、２
年

の
藤
田
洸
人
さ
ん（
那
珂
川
町
）、石
川
智

哉
さ
ん（
さ
く
ら
市
）が
出
場
し
ま
し
た
。

男
女
と
も
１
回
戦
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま

し
た
が
、先
に
行
わ
れ
た
こ
の
大
会
の

予
選
と
な
る
県
大
会
で
は
鹿
沼
高
校
に

次
い
で
準
優
勝
と
優
秀
な
成
績
を
残
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、８
月
９
日
㈬
～
12
日
㈯
に
宮

城
県
で
行
わ
れ
た「
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
大
会

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）」に
は
、個
人
の
部
で
大

　

新
極
真
会
烏
山
道
場
に
所
属
す
る
荒

川
小
６
年
の
平
山
泰
雅
さ
ん
と
流
雅
さ

ん（
小
河
原
）の
双
子
の
兄
弟
が
、７
月
16

日
㈰
に
行
わ
れ
た「
第
16
回
栃
木
県
空

手
道
錬
成
大
会
」に
出
場
し
、小
学
６
年

生
男
子
初
級
の
部
で
流
雅
さ
ん
が
優

勝
、泰
雅
さ
ん
が
準
優
勝
を
勝
ち
取
り
、

双
子
で
上
位
を
独
占
し
ま
し
た
。

　

２
人
は
、３
年
前
か
ら
極
真
空
手
を

始
め
、お
互
い
を
高
め
合
い
な
が
ら
稽

古
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
、ま
さ

　

白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
で
境
小
４
年
の
大
輪
莉
央

奈
さ
ん（
下
境
）が
、７
月
28
日
㈮

～
30
日
㈰
に
埼
玉
県
で
行
わ
れ

た「
第
36
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
空
手
道
交
流
大

会
」で
女
子
組
手
の
部「
栃
木
県

Ａ
チ
ー
ム
」と
し
て
出
場
し
、準

優
勝
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、こ
れ
に
先
立
ち
行
わ

れ
た
県
大
会
で
優
勝
、準
優
勝
し
た
４
・

５
・
６
年
生
で
チ
ー
ム
を
作
り
、団
体
戦

で
競
う
も
の
で
す
。
大
輪
さ
ん
は
、一

鐘
さ
ん
と
藤
田
さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、大
鐘
さ
ん
は
、８
月
19
日

㈯
、20
日
㈰
に
群
馬
県
で
行
わ
れ
た「
第

72
回
国
民
体
育
大
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
」に
も
出
場
し
、５
位
入
賞
。国
体
の

本
戦
へ
の
出
場
は
逃
し
ま
し
た
が
、関

東
で
堂
々
の
結
果
を
残
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
に
は
、栃
木
県
で「
と

ち
ぎ
国
体
」が
行
わ
れ
ま
す
。本
市
は
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
の
会
場
に
指
定
さ

れ
、現
在
、整
備
に
向
け
て
の
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。も
し
か
し
た
ら
、

烏
山
高
校
出
身
の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手

が
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

か
決
勝
戦
が
兄
弟
対
決
に
な
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
と
い
う
２
人
。試
合
で
は

引
き
分
け
で
延
長
戦
に
な
る
ほ
ど
白
熱

し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

流
雅
さ
ん
は「
前
回
の
大
会
で
兄（
泰
雅

さ
ん
）が
自
分
よ
り
良
い
成
績
だ
っ
た
の

で
悔
し
か
っ
た
。今
回
、勝
て
て
嬉
し
い
」

と
話
す
一
方
で
、泰
雅
さ
ん
は「
次
の
大

会
で
は
優
勝
し
た
い
」と
悔
し
さ
を
に

じ
ま
せ
て
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
熱

い
兄
弟
対
決
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

前
列
左
か
ら
村
山
さ
ん
、平
山
さ
ん
、

後
列
左
か
ら
藤
田
さ
ん
、大
鐘
さ
ん
、石
川
さ
ん
。

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手
に
す
る

流
雅
さ
ん（
左
）と
泰
雅
さ
ん（
右
）。

準
優
勝
の
メ
ダ
ル
と
賞
状
に
笑
顔
を
見
せ
る
大
輪
さ
ん
。

番
重
要
な
先
鋒
を
任
さ
れ
、予
選
リ
ー

グ
で
は
強
豪
チ
ー
ム
を
勝
ち
抜
き
１
位

通
過
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、優

勝
候
補
と
さ
れ
て
い
た
東
京
都
Ａ
チ
ー

ム
や
、山
梨
Ａ
チ
ー
ム
を
見
事
に
破
り

ま
し
た
。決
勝
戦
で
は
、千
葉
県
Ｂ
チ
ー

ム
に
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、準
優

勝
と
い
う
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
ま

し
た
。

　

大
輪
さ
ん
は
、「
県
の
代
表
と
し
て
出

場
で
き
た
の
は
嬉
し
い
。ま
た
、先
鋒

で
戦
い
、同
じ
チ
ー
ム
の
上
級
生
に
良

い
流
れ
で
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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宇
都
宮
女
子
高
３
年
の
関
さ
ん

全
国
高
校
総
合
文
化
祭
に
書
道
作
品
を
出
品

　

７
月
31
日
㈪
～
８
月
４
日
㈮
に
宮
城

県
で
開
催
さ
れ
た「
第
41
回
全
国
高
校

総
合
文
化
祭
み
や
ぎ
総
文
２
０
１
７
」

に
、宇
都
宮
女
子
高
校
３
年
の
関
愛
実

展
示
さ
れ
た
作
品
と
関
さ
ん
。

座
禅
を
体
験
す
る
参
加
者
。

さ
ん（
小
木
須
）の
書
道
作
品
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
書
道
部
門
で
は
、全
国
か
ら
選

抜
さ
れ
た
漢
字
や
仮
名
、漢
字
仮
名
交

じ
り
の
書
、篆て
ん
こ
く刻
、刻
字
な

ど
３
０
０
点
に
よ
る
全
国

展
が
仙
台
市
の
青
葉
体
育

館
で
開
催
。本
県
か
ら
は
、

関
さ
ん
を
含
め
、選
ば
れ

た
５
人
の
作
品
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。

　

関
さ
ん
は
、小
学
３
年

生
～
６
年
生
に
か
け
て

市
内
の
書
道
塾
に
通
い
、

高
校
に
入
学
後
は
、同
校
の
書
道
部
と

し
て
腕
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。
今
回

の
作
品
は
、中
国
の
書
家
・
褚
ち
ょ
す
い
り
ょ
う

遂
良
の

「
雁
が
ん
と
う
し
ょ
う
ぎ
ょ
う
じ
ょ

塔
聖
教
序
」を
臨
書
し
た
も
の
。１ 

枚
書
き
上
げ
る
の
に
３
時
間
、そ
れ
を

15
枚
以
上
練
習
し
て
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

実
際
に
作
品
が
展
示
さ
れ
た
会
場
へ

出
向
い
た
と
い
う
関
さ
ん
は
、「
全
国
か

ら
選
ば
れ
た
作
品
は
ど
の
作
品
も
完
成

度
が
高
く
、文
字
か
ら
は
書
い
た
人
の

努
力
や
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
て
、私
も

頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
大
好
き
な
書
道
を
楽
し
み

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
市
の
豊
か
な
自
然
を
満
喫
し
て
も
ら
お

う
と
、市
と
荒
川
南
部
土
地
改
良
区（
久
郷
浩

代
表
）に
よ
る「
自
然
に
触
れ
よ
う
！！
い
な
か

川
遊
び
」が
７
月
29
日
㈯
、30
日
㈰
の
２
日
間

に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、豊
島
区
か
ら
親
子
66

人
、本
市
か
ら
４
人
が
参
加
し
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

今
年
で
12
回
目
と
な
っ
た
こ
の
事
業
。１

日
目
に
は
小
塙
鉄
橋
下
流
で
の
川
遊
び
や
魚

釣
り
を
楽
し
み
、２
日
目
に
は
早
朝
か
ら
猿

久
保
田
ん
ぼ
公
園
で
カ
ブ
ト
ム
シ
採
集
、芳

朝
寺
で
の
座
禅
、と
う
も
ろ
こ
し
の
も
ぎ
取

り
な
ど
様
々
な
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま

た
、龍
門
の
滝
や
山
あ
げ
会
館
、島
崎
酒
造
の

ど
う
く
つ
酒
蔵
な
ど
も
巡
り
、本
市
の
歴
史

や
文
化
に
も
触
れ
ま
し
た
。

　

親
子
３
人
で
参
加
し
た
と
い
う

豊
島
区
の
小
学
校
３
年
の
海
野
凱

靖
さ
ん
は
、「
自
分
が
住
ん
で
い
る

と
こ
ろ
は
、近
く
に
川
や
田
ん
ぼ

も
な
く
、那
須
烏
山
市
に
来
て
新

鮮
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。特
に
川

遊
び
は
普
段
で
き
な
い
の
で
、楽

し
い
思
い
出
が
で
き
た
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、８
月
９
日
㈬
に
は
、「
１

日
豊
島
区
民
の
旅
」が
開
か
れ
、市

内
の
親
子
連
れ
40
人
が
バ
ス
で
豊

島
区
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、サ
ン
シ
ャ
イ
ン
水

族
館
の
見
学
や
観
劇「
ま
ほ
う
の

ゆ
び
」の
鑑
賞
な
ど
が
行
わ
れ
、豊

島
区
で
の
観
光
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　像高78センチ、桧材による寄
よせぎづくり

木造、彫
ちょうがん

眼で全
身に彩色が見られます。像の胎

たいない

内に残された
納入品や墨書から、弘

こ う か

化２年（1845）、宇都宮の
仏師高田運刻により制作されたことが分かっ
ています。高田一門が制作する仏像は50セン
チ未満の小像が多く、この像は大作とも言え
る作品です。
　源翁和尚（玄能・玄翁）は、延

えんぶん

文15年（1360）、下境
に泉溪寺を建立するなど本市とも関わりの深
い高僧です。至

し と く

徳２年（1385）、那須の殺生石調
伏の功績により、後小松天皇より勅号を賜わ
っています。
※泉溪寺は16世紀に下境から烏山城下に移され、延宝３年

（1675）城主板倉氏の城下整備により現在地に移転しています。

市
指
定
有
形
文
化
財（
歴
史
資
料
）

木
造　

源げ
ん
の
う
お
し
ょ
う
き
ぞ
う

翁
和
尚
椅
像（
金
井
）

川遊びや座禅、虫とり…

豊島区民が田舎を満喫
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子
ど
も
た
ち
が
木
星
や

土
星
に
ワ
ク
ワ
ク
！

国
見
星
望
会
で
初
の
出
張
観
望
会

志
鳥
の
高
雄
市
郎
さ
ん

イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
の
悲
惨
さ
伝
え
続
け
る

　

72
回
目
の
終
戦
記
念
を
迎
え
た
８

月
15
日
㈫
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
番

組「
戦
慄
の
記
録 

イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
」

に
、志
鳥
の
高
雄
市
郎
さ
ん
が
出
演

し
、当
時
の
記
憶
を
語
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
と
は
、日
中
戦

争
の
中
で
中
国
を
軍
事
援
助
し
て
い

た
連
合
軍（
ア
メ
リ
カ
、イ
ギ
リ
ス
、ソ
連
）

の
拠
点
と
さ
れ
て
い
た
イ
ン
パ
ー
ル

に
侵
攻
し
、援
護
す
る
た
め
に
使
わ

れ
て
い
た
ル
ー
ト
を
遮
断
す
る
こ
と

を
目
的
に
日
本
軍
が
行
っ
た
イ
ン
ド

進
攻
作
戦
で
す
。

　

高
雄
さ
ん
は
、昭
和
17
年
１
月
に

第
33
師
団
宇
都
宮
歩
兵
第
２
１
４
連

隊
に
入
隊
。５
月
に
ビ
ル
マ（
現
ミ
ャ

ン
マ
ー
）へ
出
発
、７
月
に
現
地
部
隊

と
合
流
し
、翌
年
３
月
、高
雄
さ
ん
の

属
す
る
部
隊
は
２
千
メ
ー
ト
ル
級
の

山
々
が
数
百
メ
ー
ト
ル
も
連
な
る
道

の
り
を
手
榴
弾
や
小
銃
、20
日
分

の
食
料
な
ど
40
キ
ロ
近
い
荷
物
を

背
負
っ
て
イ
ン
パ
ー
ル
へ
出
発
し

ま
し
た
。イ
ン
パ
ー
ル
が
近
づ
く

と
、反
撃
は
日
々
激
し
さ
を
増
し
、

１
発
撃
て
ば
１
０
０
発
を
撃
ち
返

さ
れ
、戦
車
が
容
赦
な
く
歩
兵
に

襲
い
か
か
っ
て
き
た
と
言
い
ま
す
。

　

当
初
、作
戦
は
３
週
間
で
実
行

さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、約
４
か

月
間
に
も
お
よ
び
、陸
戦
で
亡
く

な
っ
た
人
の
ほ
か
、半
分
以
上
が

餓
死
や
病
死
で
命
を
落
と
し
、今

で
は「
無
謀
な
作
戦
」の
代
名
詞
と

な
っ
て
い
ま
す
。高
雄
さ
ん
は
当

時
の
様
子
を「
片
方
の
膝
か
ら
下

を
失
い
な
が
ら
山
道
を
這
い
上
が

る
兵
士
や
餓
死
に
苦
し
み
自
決
す

る
兵
士
も
い
て
、戦
友
の
亡
骸
を

幾
度
も
目
に
し
た
。残
酷
だ
っ
た
」

と
語
り
ま
し
た
。

　

高
雄
さ
ん
は
、現
在
96
歳
。
本

当
で
あ
れ
ば
戦
争
の
辛
い
記
憶
を

思
い
出
し
た
く
な
い
が
、命
を
落

と
し
た
戦
友
の
供
養
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
、テ
レ
ビ
や
新

聞
各
メ
デ
ィ
ア
や
戦
争
に
つ
い
て

研
究
を
行
う
学
生
団
体
へ
の
対
応

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
優
し

い
気
持
ち
を
持
っ
て
二
度
と
戦
争

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
」と
願
う
高
雄
さ
ん
で
し
た
。

　

天
体
観
測
の
愛
好
家
４
人
で
構
成

す
る
国
見
星
望
会（
阿
久
津
富
夫
代
表
）

に
よ
る「
出
張
観
望
会
」が
８
月
５
日

㈯
に
烏
山
中
央
公
園
で
開
か
れ
、親
子

連
れ
な
ど
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、３
年
前
か
ら
小
原
沢

の
国
見
地
区
に
あ
る
長
峰
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
天
体
観
望
会

を
開
い
て
い
ま
す
。今
回
は
、「
よ
り

多
く
の
人
に
星
を
見
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
、初
め
て
出
張
観

望
会
を
開
催
。同
セ
ン
タ
ー
や
メ
ン

バ
ー
の
天
体
望
遠
鏡
４
台
で
夏
の
星

空
を
観
望
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、台
風
の
影
響
で
観
望
は
危

ぶ
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、始
ま
る
頃
に

は
天
候
も
良
好
に
。
絶
好
の
観
望
日

和
と
な
り
ま
し
た
。望
遠
鏡
を
の
ぞ

く
と
、子
ど
も
た
ち
は
美
し
い
姿
を
し

た
木
星
や
土
星
、月
に
び
っ
く
り
。「
わ

～
す
ご
い
」と
い
う
言
葉
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
か
ら
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

友
達
の
家
族
と
参
加
し
た
と
い
う

荒
川
小
４
年
の
吉
成
晃
哉
さ
ん（
大

金
）と
大
橋
錬
さ
ん（
鴻
野
山
）、そ
の

弟
の
同
校
２
年
の
壮
さ
ん
は
、「
初
め

て
望
遠
鏡
を
の
ぞ
い
て
星
を
見
た
。

と
て
も
綺
麗
で
、も
っ
と
星
に
つ
い

て
勉
強
し
よ
う
と
思
っ
た
」と
笑
顔

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

天
体
望
遠
鏡
を
の
ぞ
く
参
加
者
。

戦友たちが映る集合写真を見て「家族
のような存在だった」と話す高雄さん。
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７
月
29
日
㈯
、神
長
地
域
自
然
を
守
る

会（
大
野
隆
代
表
）に
よ
る「
堀
っ
こ
探
検
会
」

が
神
長
の
江
川
周
辺
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
滝
田
道
明

さ
ん
に
よ
る
水
生
生
物
講
話
や
、田
ん
ぼ

周
り
の
生
き
物
調
査
が
行
わ
れ
、親
子
連

れ
約
40
人
が
参
加
。ど
じ
ょ
う
や
カ
ワ
ム

ツ
、え
び
、ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
様
々
な
水
生
生

物
を
捕
ま
え
、観
察
し
ま
し
た
。ま
た
、最

後
に
は
、捕
ま
え
た
生
き
物
の
珍
し
さ
に

よ
っ
て
賞
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

烏
山
小
５
年
の
佐
藤
舞
弥
さ
ん（
神
長
）

は
、「
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
を
と
る
こ
と
が

で
き
た
。特
に
ザ
リ
ガ
ニ
が
と
れ
た
こ
と

が
嬉
し
か
っ
た
」と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
話

し
て
い
ま
し
た
。

◀上：子どもたちに大人気の流しそう
めん／下：輪になって踊った盆踊り。

▲上：会場を盛り上げたラフダイヤ
モンドによるダンス／下：横枕ふれ
あいの里の皆さんによる合唱。

生き物採集に夢中の子どもたち。

日野町
八天宮納涼祭

横枕
花火大会

歩行者天国で盆踊り楽しむ

500発の花火が夏の夜空を彩る

　商売繁盛などを願って奉られた八天宮の納涼祭が８月11日（金・祝）、日野
町自治会によって開かれ、地域住民など約2000人でにぎわいました。
　当日は、旭１丁目から２丁目までの八雲八幡通り約500メートルを歩行者
天国に。地域住民が絵を描き入れた灯篭500個の温かな光に包まれながら、
特設ステージではハーモニカの演奏や那珂川町出身の歌手・高野恭平さん
による歌が披露されました。また、流しそうめんや、やきそばなどの模擬店
も大盛況。終盤には、西川会による盆踊りが行われ、お囃

はやし

子や太鼓の音に合
わせて地域住民が輪となり踊りを楽しみました。
　さらに、祭りに合わせて防災訓練も行われ、AEDの使い方や水消火器の
体験をとおして防災の意識も高めました。

　横枕青年団（生魚貴宏団長）による「第７回横枕花火大会」が、８月12日㈯、旧
やまびこの湯駐車場で開かれ、市内外から約1500人が訪れました。
　　　　　　　　 　会場では、ステージイベントとして、ダンスや歌謡ショー、

恒例の浴衣コンテストのほか、司会などを務めたよしも　　 
　　　　　 とクリエイティブ・エージェンシー所属の「GO!

皆川」、「ヨッシャ比留間」、「上原チョー」らに
よるお笑いステージも行われ、大いににぎわ 
　　 いました。また、地元自治会や婦人会、ボ

ランティアスタッフも大勢協力し、かき
氷やからあげなどの販売も行われました。 
　そして、メーンとなる花火大会では、横
枕の山間に500発の花火が打ち上げられ、
子どもたちは楽しい夏休みのひと時を過
ごしました。

ど
ん
な
生
き
物
と
れ
る
か
な
？

神
長
で
堀
っ
こ
探
検
会

地域のなつまつり
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赤
ち
ゃ
ん
名 

（
保　

護　

者
）
住 

所

小
原
沢　

悠ゆ
う　

真ま
（
千
暁
・
沙
織
）
小
原
沢

荒　

井　

一い　

颯ぶ
き（
大
輔
・
梨
紗
）
野　

上

羽　

石　

夏か
な　

汰た
（
宏
之
・
佳
代
）
向　

田

豊　

島　
　
　

丹
あ
き
ら（
象
・
香
折
）南
大
和
久

田　

代　

京
き
ょ
う　

汰た
（
隆
太
・
友
里
）
初　

音

網　

野　

圭け
い　

悟ご
（
悠
介
・
純
子
）
神　

長

小　

林　

彩あ
や　

花か
（
紀
男
・
朋
子
）南
１
丁
目

髙　

田　
　
　

颯
は
や
と（
正
春
・
明
子
）
大　

金

中
津
原　

伊い　

織お
り（
隆
宏
・
幸
子
）
藤　

田

菊　

池　
　
　

睦り
く（
正
行
・
麻
美
）
野　

上

●
平
成
29
年
度
第
11
回
文
月
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会（
７
月
３
日
㈪
、６
日
㈭
、緑
地
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
荒
川
南　

▽
準
優
勝
：
志
鳥
ス
ワ
ン

ズ　

▽
第
３
位
：
藤
田
、三
箇

●
Ｂ
Ａ
Ｙ　

Ｃ
Ｕ
Ｐ　

東
日
本
武
道
空
手
道

交
流
大
会（
７
月
30
日
㈰
、君
津
市
民
体
育
館
）

［
小
学
３
年
男
子
組
手
］▽
優
勝
：
五
十
嵐
大

夢（
南
那
須
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）　

▽
準
優

勝
：
寺
澤
聖
心（
南
那
須
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）　

［
小
学
５
年
男
子
組
手
］▽
第
３
位
：
平
野
真

広（
南
那
須
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

●
第
12
回
市
民
射
撃
大
会（
７
月
30
日
㈰
、那
須

国
際
射
撃
場
）

［
ト
ラ
ッ
プ
の
部
］▽
優
勝
：
大
輪
浩
之（
下
境
）

▽
準
優
勝
：
伊
藤
尊（
興
野
）　

▽
第
３
位
：
和

久
勝
行（
下
川
井
）　
［
ス
キ
ー
ト
の
部
］▽
優

勝
：
荒
井
健（
城
東
）▽
準
優
勝
：
小
原
澤
文
雄

（
大
桶
）　

▽
第
３
位
：
野
川
良
夫（
大
桶
）

●
那
須
烏
山
市
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大

会（
７
月
31
日
㈪
～
８
月
４
日
㈮
、緑
地
運
動
公
園
・

烏
山
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
こ
ぶ
し
台
Ｓ
Ｂ
Ｃ　

▽
準
優
勝
：
藤

田　

▽
第
３
位
：
城
東
ク
ラ
ブ
、八
ヶ
代

●
第
38
回
南
那
須
地
区
少
年
剣
道
大
会（
８

月
５
日
㈯
、那
須
烏
山
市
武
道
館
）

【
団
体
の
部
】［
小
学
４
年
生
以
下
の
部
］▽
優

勝
：
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

▽
準
優

勝
：
烏
山
剣
道
教
室　
［
小
学
生
５
年
生
以
上

の
部
］▽
準
優
勝
：
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
Ａ　

▽
第
３
位
：
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
Ｂ

【
個
人
の
部
】［
小
学
２
年
生
以
下
の
部
］▽

優
勝
：
土
居
明
夫（
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）　

▽
準
優
勝
：
笠
井
雄
斗（
烏
山
剣
道
教
室
）　

▽

第
３
位
：
二
藤
部
櫂
理（
烏
山
剣
道
教
室
）　
［
小

学
３
・
４
年
生
の
部
］▽
優
勝
：
渡
邉
錬（
宏

倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）　

▽
準
優
勝
：
小
森

咲
芽（
烏
山
剣
道
教
室
）　

▽
第
３
位
：
小
西
勇

太（
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）、新
井
乙
葉（
烏

山
剣
道
教
室
）　
［
小
学
５
・
６
年
生
の
部
］▽

優
勝
：
鈴
木
佳
実（
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）　

▽
準
優
勝
：
沖
村
愛
希（
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
）　

▽
第
３
位
：
二
見
倫
靖（
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
）　
［
中
学
男
子
の
部
］▽
優
勝
：
人
見

匠
真（
南
那
須
中
学
校
）　

▽
準
優
勝
：
滝
口
恭
弘

（
南
那
須
中
学
校
）　

▽
第
３
位
：
小
森
稜
太（
烏
山

中
学
校
）、北
側
雄
大（
南
那
須
中
学
校
）　
［
中
学
女

子
の
部
］▽
準
優
勝
：
高
野
未
来（
烏
山
中
学
校
）

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

・
菅
原
征
司
様（
北
海
道
札
幌
市
）、湯
沢
秀
一

様（
東
京
都
立
川
市
）、瀧
口
昌
克
様（
愛
知
県
丹
羽

郡
大
口
町
）、柴
崎
栄
二
様（
東
京
都
文
京
区
）、宮

崎
章
光
様（
東
京
都
中
野
区
）、落
合
寿
夫
様（
埼

玉
県
さ
い
た
ま
市
）か
ら
１
万
円
、匿
名
希
望
者

様
19
人
か
ら
合
計
30
万
円
が
本
市
に
寄
附
さ

れ
ま
し
た
。

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情
報

の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

〇
今
月
号
の
表
紙
は
、人
で
は

な
く
…
あ
え
て
ヒ
マ
ワ
リ
を
メ

イ
ン
に
し
て
み
ま
し
た
！
観
光

名
所
と
し
て
全
国
で
知
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
有
名
な
ヒ
マ
ワ
リ

畑
も
良
い
で
す
が
、私
は
規
模
が
小
さ
く

て
も
、こ
の
Ｊ
Ｒ
烏
山
線
小
塙
駅
周
辺
の

ヒ
マ
ワ
リ
畑
が
大
好
き
で
す
！
だ
っ
て
、

電
車
も
走
る
ん
で
す
よ
？
絶
好
の
撮
影
ス

ポ
ッ
ト
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。来
年
あ

た
り
は
、今
流
行
り
の〝
イ
ン
ス
タ
映
え
ス

ポ
ッ
ト
”と
し
て
も
っ
と
大
勢
の
人
が
来

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

○
さ
て
、話
は
変
わ
り
ま
す
が
、実
は
２
か

月
ち
ょ
っ
と
前
か
ら
子
育
て
に
励
ん
で
い

ま
す
！
お
腹
が
空
け
ば
泣
き
…
離
れ
て
も

泣
き
…
し
ま
い
に
は
夜
泣
き
…
で
も
、抱

っ
こ
す
れ
ば
ご
機
嫌
に
…
。ば
ぁ（
母
）は
、

「
あ
な
た
に
そ
っ
く
り
」と
あ
き
れ
な
が
ら

も
孫
が
で
き
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。家
族

の
会
話
も
増
え
、笑
顔
も
増
え
…
、我
が
家

は
と
っ
て
も
華
や
か
！

○
最
近
で
は
、家
に
お
友
達
を
連
れ
て
く

る
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。セ
ミ
、カ
マ
キ
リ
、

コ
オ
ロ
ギ
さ
ん
…
。ど
や
顔
で
口
に
く
わ

え
て
ベ
ラ
ン
ダ
に
や
っ
て
来
ま
す
。

○
そ
っ
く
り
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、私

も
、「
に
ゃ
～
」っ
て
泣
い
て
た
の
か
な
？

民生委員・児童委員の紹介

　民生委員・児童委員が欠員の地区があ
りましたが、９月１日付けで厚生労働大
臣及び栃木県知事から委嘱された２人を
紹介します。
■健康福祉課☎0287‒88‒7115

氏名 担当地区

武石　実 こぶし台
（南那須地区）

平山里美 主任児童委員
（烏山地区）
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★一般図書★
『高校生のための政治学』 杉山　眞木
『夫の定年』 グループわいふ
『「わがまま」のつながり方』 鎌田　實
『怖くて眠れなくなる植物学』
 稲垣　栄洋

『毎日食べたい混ぜごはん』 秋元　薫
『悩むなら、旅に出よ。』 伊集院　静
『ＡＸ』 伊坂　幸太郎
『決戦！関ケ原 2』 葉室　麟
『家族のあしあと』 椎名　誠
『その道のプロに聞くふつうじゃない生
きものの見つけかた』 松橋　利光

『ネメシスの使者』 中山　七里
『俺たちはそれを奇跡と呼ぶのかもしれ
ない』 水沢　秋生

『タフガイ』 藤田　宜永

◆児童図書◆
『おしえてえんまさま』 加藤　朝胤
『はっけん！ＮＩＰＰＯＮ』
 グループ　コロンブス

『さらわれたチンパンジー』
 ジェス　フレンチ

『おとぎの国のＮｉｃｏ』 原　明日美
『おばけのたんけん』 吉田　純子
『ぬけちゃった』スティーブ　アントニー
『たいふうのひ』 武田　美穂
『なんにでもレナール！』 玉置　永吉
『じいちゃんバナナばあちゃんバナナ』
 のし　さやか

『おじいちゃんのふしぎなピアノ』
 はまぎし　かなえ

『空で出会ったふしぎな人たち』斉藤　洋
『リンちゃんとネネコさん』 森山　京

2017.8.1現在
（　）対前月比

人口 26,234（‒20）

世帯数 9,388

男 12,969
出生  9
転入  49

女 13,265
死亡  21
転出  57

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

俳
　
句　

	
	

齋
藤　

穂　

選

梅
雨
晴
間
滑
り
落
ち
そ
な
歯
科
の
椅
子

杉
原
キ
ミ
ヨ
（
志　

鳥
）

男
ぶ
り
五
割
増
な
り
絽
の
羽
織伊

東　

澄
子
（
中　

央
）

梅
雨
晴
間
直
ぐ
に
物
干
竿
を
出
し

川
俣
登
志
子
（　

旭　

）

花
ざ
く
ろ
炎
の
い
ろ
に
燃
え
さ
か
り

須
田　

孝
子
（
城　

東
）

川
　
柳
　　

	
	

篠
﨑　

酔
月　

選

旨
い
も
の
や
は
り
馴
染
の
ラ
ー
メ
ン
屋

荻
野
目
香
津
（
中　

央
）

落
葉
舞
う
老
い
の
心
の
歌
と
な
り

	

森	
	
	　

豊
（
中　

山
）

匂
い
だ
け
嗅
い
で
鰻
屋
通
り
過
ぎ

吉
澤　

恒
子
（
落　

合
）

少
年
棋
士
連
勝
か
さ
ね
駒
を
打
ち

	

早
津　

悦
子
（
野　

上
）

短
　
歌　

	

　

	

福
澤　

悦
子　

選

ひ
つ
じ
田
に
秋
は
時し

ぐ雨
れ
て
冷
え
く
る
に
稲は

さ架
に
乾

け
る
稲
を
片
せ
り	

須
藤　

ヤ
ス
（
志　

鳥
）

山
あ
げ
の
若
衆
姿
勇
ま
し
く
ユ
ネ
ス
コ
遺
産
永と

わ遠
に

守
り
ぬ	

古
内　

晴
代
（
金　

井
）

嫗
逝
く
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
思
い
出
の
語
り
し
ひ
と
齣こ

ま	

松
し
ょ
う
ら
い

籟
に
浮
く	

	

三
森　

純
子
（
中　

央
）

小
豆
色
の
セ
ル
の
前
掛
で
縫
い
く
れ
し
防
空
頭
巾
は

母
の
温
も
り	

水
上
キ
ヨ
子
（
志　

鳥
）

作品
募集

毎
月
10
日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
統
計
グ
ル
ー
プ�

（
〒
３
２
１
―
０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目

１
番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

市の人口

　県競技力向上対策本部は、2022年に本県で開催される第77回国民体育大会に向け
て、県内小学生４～６年生540人を「チームとちぎジュニア選手」に認定しました。こ
れは、栃木国体で活躍が期待されている小学生に、本県選手としての自覚と誇りを持
たせるのが目的。平成27年から始まり、今年で３回目となりました。
　本市から認定を受けた５人は次のとおりです。
○剣道…鈴木佳実（荒川小６年・大金）　　○スキー…塩田優介（荒川小６年・大金）　
○空手道…大輪莉央奈（境小４年・下境）、五十嵐未来（七合小５年・大桶）

○ゴルフ…佐々木俊輔（烏山小５年・落合）

チームとちぎジュニア選手に本市から５人が認定
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烏
山
高
校
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
！
〜
部
活
動
を
知
ろ
う
編
⑱
〜

柔
道
同
好
会

　

広
報「
な
す
か
ら
す
や
ま
」で
は
、烏
山
高
校
の
部
活
動
等

で
頑
張
る
生
徒
を
紹
介
し
ま
す
！

「
柔
道
を
や
り
た
い
」。10
年
前
に
烏
山
女
子

高
と
統
合
し
た
際
に
廃
部
と
な
っ
た
柔
道
部
を

復
活
さ
せ
よ
う
と
、今
年
６
月
に
柔
道
同
好
会

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。立
ち
上
げ
た
の
は
、小
学

校
や
中
学
校
か
ら
柔
道
を
始
め
た
２
年
生
の
生

徒
５
人
。
今
年
、柔
道
経
験
者
で
４
段
の
腕
前

を
持
つ
平
野
聖
先
生
が
赴
任
し
て
き
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。部
に
な
る

に
は
、同
好
会
と
し
て
２
年
の
活
動
が
必
要
だ

と
言
い
ま
す
。

10
年
間
整
備
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
烏
山

高
校
武
道
場
の
畳
は
劣
化
が
進
み
、環
境
が
整

わ
な
い
中
で
も
練
習
に
励
む
生
徒
た
ち
。
様
々

な
課
題
は
あ
る
け
れ
ど
、柔
道
部
復
活
に
向
け

て
奮
闘
中
で
す
。

　自分たちは引退まであ
と１年もいられないけれ
ど、来年はメンバーもそ
ろえ、活気ある部活動に
なるような基盤づくりを
していきたい。そして、
目指すは…北部制覇！
日々の稽古を頑張りたい
です。

２年（益子町）
会長 
笹島　俊紀さん

猿
久
保
田
ん
ぼ
公
園
に 

広
が
る
の
ど
か
な
里
山

　

那
須
烏
山
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の

テ
ー
マ
の
一
つ「
里
山
と
里
川
を
め

ぐ
る
ジ
オ
の
も
の
が
た
り
」。
森
田

に
あ
る
猿
久
保
田
ん
ぼ
公
園
に
は
こ

の
テ
ー
マ
を
象
徴
す
る
の
ど
か
な
里

山
的
景
観
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
公
園
に
は「
谷
津（
や
つ
）」と

呼
ば
れ
る
、底
面
が
平
ら
で
奥
の
深

い
な
だ
ら
か
な
谷
の
地
形
が
残
っ
て

い
ま
す
。地
形
に
よ
る
水
の
集
ま
り

や
す
さ
を
活
か
し
て
昔
か
ら
稲
作
に

❺

～
見
ど
こ
ろ
紹
介
～

今回の
見どころ！

利
用
さ
れ
て
お
り
、た
め
池
や
雑
木

林
な
ど
人
の
営
み
に
よ
っ
て
管
理
さ

れ
て
き
た
多
様
な
環
境
が
存
在
し
て

い
ま
す
。こ
の
環
境
に
よ
っ
て
育
ま

れ
て
き
た
、多
様
な
生
態
系
を
コ
ン

パ
ク
ト
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
点
が

こ
の
公
園
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　

野
生
の
ま
ま
で
は
な
く
、人
の
手

が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
た
れ
て
き

た
環
境
と
生
態
系
。人
の
作
っ
た
田

ん
ぼ
の
前
で
蛙
や
蛍
、赤
と
ん
ぼ
が

飛
び
交
う
光
景
は
、先
人
た
ち
が
何

気
な
く
行
っ
て
き
た
、自
然
と
人
と

の
共
生
に
つ
い
て
思
い
を
馳
せ
る

き
っ
か
け
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。


